
 

愛知県地域保健医療計画について 

 

 

１ 愛知県地域保健医療計画の概要 

  愛知県地域保健医療計画（以下、「計画」という。）は、愛知県の保健医療 

対策の今後の基本方針を示すもので、1987 年に策定され、定期的に見直しが 

なされている。 

第８次計画（ 2024 年度から 2029 年度までの６年間）については、2023 年

３月末に示された国改定指針に従い、2024 年３月に策定・公表。 

 

２ 計画におけるアレルギー疾患対策の概要 

 アレルギー疾患、アレルギー疾患医療連絡協議会及び愛知県アレルギー疾 

患医療拠点病院に係る現状と課題、並びに今後の方策について記載。 

 

３ 第８次計画における見直し点について 

 【今後の方策】に、県民や関係者へのアレルギー疾患に関する知識等の啓発 

について追記。 
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愛知県地域保健医療計画 新旧対照表 （アレルギー疾患対策部分のみ）      

                                                                          ※変更点は下線部分 

新 旧 

２ アレルギー疾患対策 

 【現状と課題】 

２ アレルギー疾患対策 

 【現状と課題】 
 現  状  

１ アレルギー疾患 
 ○ アレルギー疾患対策の総合的な推進を

図るため、平成 27(2015)年 12 月 25 日に
「アレルギー疾患対策基本法」（平成 26
年法律第 98 号）が施行されました。 

 ○ アレルギー疾患（気管支ぜん息、アト
ピー性皮膚炎、アレルギー性鼻炎、アレ
ルギー性結膜炎、花粉症、食物アレルギ
ー等）を有する者は、しばしば発症、増
悪、軽快、寛解、再燃を不定期に繰り返
し、長期にわたり生活の質を著しく損な
うことがあります。 

 
２ アレルギー疾患医療連絡協議会 
○ 平成 30(2018)年 10 月 1 日に、地域にお

けるアレルギー疾患対策を推進するた
め、愛知県アレルギー疾患医療連絡協議
会を設置し、地域におけるアレルギー疾
患の実情を把握し、情報提供、人材育成
等の施策の企画、立案や実施等を行って
います。 

 
３ 愛知県アレルギー疾患医療拠点病院 
○ 平成 30 年(2018)年 10 月 1 日に、県のア

レルギー疾患医療の中心的役割を担う
愛知県アレルギー疾患医療拠点病院を 6
病院指定しました。 

 

 課  題  
 
 ○ アレルギー疾患を有する者が居住地域

に関わらず、等しく適切な医療を受けるこ
とができる体制の整備等、総合的なアレル
ギー疾患対策の推進が求められています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
○ 本県として地域の実情を把握し、医療
従事者、アレルギー疾患を有する者及び、
その他の関係者の意見を参考に、地域のア
レルギー疾患対策の施策を策定する必要
があります。 

 

 現  状  
１ アレルギー疾患 
 ○ アレルギー疾患対策の総合的な推進を

図るため、平成 27(2015)年 12 月 25 日に
「アレルギー疾患対策基本法」（平成 26
年法律第 98 号）が施行されました。 

 ○ アレルギー疾患（気管支ぜん息、アト
ピー性皮膚炎、アレルギー性鼻炎、アレ
ルギー性結膜炎、花粉症、食物アレルギ
ー等）を有する人は、しばしば発症、増
悪、軽快、寛解、再燃を不定期に繰り返
し、長期にわたり生活の質を著しく損な
うことがあります。 

 
２ アレルギー疾患医療連絡協議会 
○ 平成 30(2018)年 10 月 1 日に、地域にお

けるアレルギー疾患対策を推進するた
め、愛知県アレルギー疾患医療連絡協議
会を設置し、地域におけるアレルギー疾
患の実情を把握し、情報提供、人材育成
等の施策の企画、立案や実施等を行って
います。 

 
３ 愛知県アレルギー疾患医療拠点病院 
○ 平成 30 年(2018)年 10 月 1 日に、県のア

レルギー疾患医療の中心的役割を担う
愛知県アレルギー疾患医療拠点病院を 6
病院指定しました。 

 

 課  題  
 
 ○ アレルギー疾患を有する人が居住地域

に関わらず、等しく適切な医療を受けるこ
とができる体制の整備等、総合的なアレル
ギー疾患対策の推進が求められています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
○ 本県として地域の実情を把握し、医療
従事者、アレルギー疾患を有する人及び、
その他の関係者の意見を参考に、地域のア
レルギー疾患対策の施策を策定する必要
があります。 

 

【今後の方策】 
○ アレルギー疾患を有する者が居住地域に関わらず、等しく適切な医療を受けることが
できるよう、愛知県アレルギー疾患医療拠点病院を中心とした体制の充実を図ります。 

〇 アレルギー疾患の知識等について県民や関係者（医療従事者・教育関係者）への啓発
を図るとともに、県として地域の実情を把握し、関係者の意見を参考に、地域のアレルギ
ー疾患対策の施策の策定を目指します。 

 

【今後の方策】 
○ アレルギー疾患を有する人が居住地域に関わらず、等しく適切な医療を受けることが
できるよう、愛知県アレルギー疾患医療拠点病院を中心とした体制の充実を図ってまい
ります。 

○ 県として地域の実情を把握し、医療関係者、アレルギー疾患を有する人及び、その他の
関係者の意見を参考に、地域のアレルギー疾患対策の施策の策定を目指します。 


